
１月 

毎年、1月になると、流氷の初認や接岸が気になります。

20 余年前に初めて流氷観光船に乗った時、ガイドさんか

らあと 10 年もすれば、流氷は来なくなると聞いたことが

あります。幸いにも、まだ途切れずに来ていますが、そび

えるような流氷は減ってきて、高い場所を好む海鷲にとっ

ても撮影する人にとっても貴重な存在になりました。 

 

   撮 影 ＊ 宮沢 安二郎      

                        撮影場所 ＊ 北海道 目梨郡  

表紙 

世界自然遺産北海道知床半島。その半島に連なる羅臼岳の麓

に涼しさを求めやってくる。一面に横たわるハイマツのロケ

ーションで芽吹いたばかりの新緑の若葉をついばむギンザ

ンマシコ。標高が高いため朝夕は霧が立ち込め、姿は発見し

ずらく、かすかな囀りを頼りに探し当てる、秘境知床でのひ

とときの初夏の思い出でした。 

 

 撮 影 ＊ 石橋 孝継          

  撮影場所 ＊ 北海道 羅臼町 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の野鳥カレンダー2025 

撮影者コメント 

 

撮影者のコメントや撮影エピソードを掲載しています。カレンダー写真と一緒にお楽しみください。 

 
 



２月 

小さな神社の片隅で可愛らしいダンスを踊るトラツグミに

出逢いました。華麗にステップを踏みお尻フリフリ。扇子状

に広げた尾羽も盛んに動かします。実は落ち葉の下に隠

れているご馳走を見つける為の行動でした。野生で生き

抜く知恵と器用さに感心しながら、終始笑顔での撮影と

なりました。 

 

                           撮 影 ＊ 三島 明美        

   撮影場所 ＊ 東京都 多摩市 

 

3月 

いろいろな花々が咲く春の公園は、野鳥も賑やかになり

鳥見には楽しい季節です。桜の花が咲いた早朝、いつも

のように園内を歩いていると、ヒメオドリコソウやセイヨウタ

ンポポの群落の中を何羽かのツグミが歩いていました。そ

っと芝生に腹ばいになり、丁度良いアングルを狙ってシャ

ターを切りました。 

 撮 影 ＊ 宮 彰男        

 撮影場所 ＊ 青森県 八戸市 

4月 

雨上がりの芝生で、カワラヒワがタンポポの種を食べて

いる様子です。小高く咲いたタンポポを、背伸びで食べて

いるのが可愛らしかったです。早朝による弱い逆光が撮

影のための良い雰囲気をつくってくれました。  

 

                         撮 影 ＊ 永田 祐也        

                     撮影場所 ＊ 愛知県 名古屋市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5月 

山の小さな水場に毎年やってきてくれていたマミ

ジロ、黒光りする身体と名前の通りの真っ白な眉を

したこの個体は、この年を最後に姿を見ることがな

くなりました。いつもこの写真を見る度に、「今年

も来ているよ」と聞き、何度会いに行っても見れな

かった思い出が蘇ります。 

 

撮 影 ＊ 野口 好博   

撮影場所 ＊ 群馬県 桐生市 

6月 

6月初旬、北海道日本海の砂浜を散策中漂流物の陰か

ら「ピィピィ」と鳴きながら小さな鳥が飛び立った。飛んだ

先は幸いに 高さ 1.5m 程の崖の上だ。そっと覗いてみ

るとシロツメグサが咲く荒地に黄色いアイリングが可愛

いコチドリがいた。崖に体を隠しシロツメグサが咲く場所

にやって来るのを待って撮影した。 

                         

  撮 影 ＊ 山口 靖弘 

                       撮影場所 ＊ 北海道 小樽市 

7月 

梅雨空の広がるこの時期、一面に美しい蓮花が咲く所

があります。ここは広いゆえに、何処に休憩で止まるか

はツバメ次第です。丁度小雨が降り始めた時に、近くの

つぼみに降りたツバメを見つけました。蓮花のピンクと

背景の緑が、黒いツバメを引き立ててくれて、あどけな

さ一杯の愛らしい姿は、心に残る一枚になりました。                        

                           

                         撮 影 ＊ 澤野 史枝 

                      撮影場所 ＊ 愛知県 愛西市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8月 

この日は２日前くらいにまとまった雨が降り、川の流れ

がいつもより増えた自宅近くの堰で、 

コサギが川魚を追って堰の浅瀬を走り回っていました。

急いで自宅に戻り、カメラを持って撮影に戻り、一瞬静

止した瞬間をスローシャッターで撮ったものです。 

 

                         撮 影 ＊ 吉本 直志 

                      撮影場所 ＊ 佐賀県 唐津市 

9月 

秋の渡りのノビタキは、色々な花に絡んでくれるのでい

つも楽しみにしています。その最初が彼岸花で真っ赤な

花の上に留まるのをずっと待ち続け、やっと留まってくれ

ました。ちょこんと留まるその姿は本当に可愛いですね。    

                         

                         撮 影 ＊ 大西 秀信 

                      撮影場所 ＊ 京都府 京都市 

10月 

この年の森では、早くもマユミの実が豊作でした。いつ

もなら果物買いと蕎麦の旅ですが、例年より早く食べご

ろになっていたようです。ムギマキも知っていたかのよう

に、ちゃんとマユミに来てくれました。 

    

                         撮 影 ＊ 井坂 瑞 

                      撮影場所 ＊ 長野県 長野市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12月 

この年は真っ白な小さなズミの花がびっしり咲いた当たり

年だった。毎年 11月下旬から 12月初旬はズミの小さな

赤い実を食べにやってくるエゾライチョウの撮影を期待す

る時期だ。早朝一人静に待っていると歩いて現れたエゾラ

イチョウがズミに飛び上がり、実をついばみながら枝先ま

で出てきた。                  

                          撮 影 ＊ 吉田 幸弘 

                       撮影場所 ＊ 北海道 苫小牧市 

 

 

11月 

秋が深まった頃、山里にある古刹を訪れた。山門の裏手を

歩くと「ヒッヒッ カツカツ♪」と鳴く、ジョウビタキの声が聞こ

える。どこだろう？と探すと、秋色に染まったニシキギの枝の

上にその姿を見つけた。ジョウビタキは雌で赤い実を食べに

きていた。早速レンズを向け朝の光りを背景に被写体が輝く

画面構成でシャッターをリリースした。  

                        

                        撮 影 ＊ 野口 正裕 

                     撮影場所 ＊ 東京都 あきる野市 
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